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通
俗
天
文
講
話
（
第
四
講
）

＝
一

天
空
の
遭
遙
遊
者

助
教
授
理
學
士
荒

木

俊

馬

　
　
　
　
　
　
鴎

　
地
球
が
白
身
蓮
動
ず
る
爲
め
に
、
総
て
の
星
は
一
斗
に
東
か
ら
西
に

約
一
日
の
週
期
を
以
て
廻
る
。
こ
れ
を
星
の
日
電
細
動
－
こ
名
づ
け
る
事

は
既
に
第
一
講
に
於
て
説
明
し
た
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
，
護
者
諸
君

の
良
く
御
存
知
の
事
で
あ
る
。
更
に
地
球
は
太
陽
の
ま
わ
り
を
約
一
ケ

年
の
過
期
で
一
公
韓
す
る
。
そ
の
棲
め
に
、
朗
々
の
蓮
動
は
、
＝
牛
均

太
陽
日
で
は
一
廻
り
以
上
に
廻
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二

講
に
於
て
、
恒
星
間
に
於
け
る
太
陽
の
遡
行
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
蓮

べ
て
お
い
た
。

　
以
上
の
二
種
類
の
蓮
動
は
、
輩
に
地
球
が
自
韓
運
動
な
り
、
公
韓
蓮

動
な
り
を
す
る
爲
め
に
生
す
る
，
見
掛
け
の
蓮
動
で
あ
っ
て
，
言
ふ
ま

で
も
な
く
、
星
々
の
間
の
相
互
の
蓮
動
－
こ
言
ふ
も
の
は
、
決
し
て
引
き

起
さ
な
い
の
で
あ
る
　
北
斗
七
星
の
斗
柄
が
、
夕
べ
の
室
に
、
叉
曉
の

天
に
如
何
な
る
向
き
を
噛
こ
ら
う
マ
」
、
又
春
夏
秋
冬
に
如
何
な
る
方
向
に

あ
ら
う
ミ
、
其
の
爲
め
に
北
斗
の
形
が
照
る
ミ
言
ふ
こ
ε
は
な
い
の
で

あ
る
。
ス
コ
ル
ピ
オ
（
も
。
8
昔
。
蜴
）
の
星
は
、
い
つ
見
て
も
や
は
り
、
蝸

の
形
を
し
て
居
り
、
オ
リ
オ
ン
（
○
比
。
⇔
）
の
三
つ
星
も
又
そ
の
大
星
雲
も

や
は
り
、
オ
リ
オ
ン
星
座
内
に
き
ま
っ
た
位
置
を
「
こ
っ
て
居
る
の
で
あ

る
。
齢
ち
こ
れ
天
室
に
嗜
め
く
無
撒
の
瀟
々
に
『
恒
星
』
な
る
名
の
付

く
所
以
で
あ
る
。
事
穿
こ
う
し
た
恒
星
ば
か
り
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
天

文
學
の
進
歩
は
非
常
に
熟
れ
た
で
あ
ら
う
。
少
く
ε
も
，
ニ
ュ
ー
ト
ン

（
2
①
≦
8
昌
）
の
萬
有
引
力
ミ
言
ふ
や
う
な
大
法
則
の
登
見
も
、
そ
れ
か
ら

引
い
て
、
今
日
燦
然
な
る
嚢
見
に
迄
付
し
た
、
天
脳
力
學
ε
言
ふ
も
の

は
今
倫
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
日
夜
一
定
の
形
を
し
た
星
座
星
座

が
、
丁
度
絡
巻
物
を
ひ
ろ
け
る
様
に
、
東
の
地
卒
線
か
ら
上
り
西
の
地

準
線
に
沈
む
の
を
見
る
の
み
で
あ
っ
た
ら
う
。

　
だ
が
，
幸
に
し
て
極
く
少
撒
で
は
あ
る
が
、
こ
の
大
き
な
馬
蝿
の
地

　
　
　
　
き
ま
よ

圓
の
中
を
適
遙
ひ
歩
く
不
思
議
な
星
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
二

　
宵
の
明
星
・
曉
の
明
星
星
に
親
し
い
族
行
者
。
昔
，
ア
ラ
ビ
ア

の
砂
漠
の
族
行
者
は
一
般
に
星
に
親
し
い
人
達
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
族

行
は
炎
熱
の
日
中
よ
り
も
涼
し
い
夜
の
方
が
、
愉
快
な
時
で
あ
っ
た
。
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砂
よ
り
他
に
は
何
等
眼
に
眼
に
映
す
る
も
の
Σ
な
い
地
方
に
あ
っ
て
は

必
然
、
星
は
優
し
い
族
行
の
案
内
者
で
あ
っ
た
が
、
赤
い
夕
腸
が
砂
の

彼
方
に
沈
み
果
て
、
、
そ
ろ
く
早
々
が
望
め
き
出
さ
う
ざ
す
る
時
，

時
ミ
し
て
西
中
に
寺
号
の
火
の
様
に
大
き
な
星
を
見
る
事
が
あ
っ
た
。

叉
早
る
場
合
に
は
夙
、
未
だ
紅
巌
の
出
で
ざ
る
前
、
東
の
地
単
線
の
近

く
に
銀
の
綴
に
輝
く
大
き
な
星
を
見
る
事
が
あ
っ
た
。
だ
が
こ
う
し
た

星
は
決
し
て
一
定
の
星
座
の
間
に
一
定
の
位
置
を
保
っ
て
居
る
の
で
は

な
か
っ
た
。
長
い
砂
漠
の
族
行
f
一
望
ヶ
月
の
族
行
の
間
に
は
、
い
つ

し
か
見
失
し
な
は
れ
た
り
、
叉
再
び
あ
ら
は
れ
て
來
た
り
し
た
の
で
あ

る
．
帥
ち
恒
星
の
間
を
縫
ふ
て
逡
竪
す
る
星
で
あ
っ
た
。
『
曉
の
明
星
』

『
宵
の
明
星
』
は
、
そ
れ
等
の
星
の
名
前
で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て
、
天

文
學
が
可
成
の
登
蓬
を
な
さ
な
い
大
者
の
人
蓬
は
こ
の
切
者
が
全
く
同

じ
星
で
あ
る
事
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
町
君
の
蝦
遙
遊
老
。
叉
背
か
ら
人
々
は
、
或
年
の
乙
女
座
の
ア

ル
フ
ァ
の
近
所
に
．
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
輝
き
を
も
つ
一
つ
の
星
を
見

た
で
あ
ら
う
。
け
れ
さ
も
、
同
じ
星
は
翌
年
は
蜴
座
の
ベ
ー
タ
の
近
所

に
移
っ
て
居
り
．
夏
に
其
の
次
の
年
に
は
射
手
座
に
在
る
の
を
見
た
で

あ
ら
う
。

　
部
ち
吾
々
は
昔
か
ら
、
こ
う
し
た
、
恒
星
の
間
を
一
定
の
住
所
な
く

た
え
す
，
造
遙
す
る
数
個
の
星
を
知
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
天
心
の
造

蓬
遊
者
。
名
づ
け
て
遊
星
（
導
引
昌
ε
ぐ
」
言
ふ
。
或
は
叉
惑
星
ミ
も
言
ふ
Q

本
書
に
於
て
、
私
は
主
－
こ
し
て
遊
星
の
蓮
動
に
就
い
て
物
語
ら
う
「
こ
思

ふ
。　

　
　
　
　
　
三

遊
星
遊
星
の
蓮
動
を
述
べ
る
前
に
、
然
ら
ば
か
く
の
如
き
遊
星
は

幾
つ
あ
る
か
。
こ
う
雷
ふ
事
柄
は
、
少
く
ミ
も
今
口
中
等
程
度
以
上
の

教
育
を
う
け
た
入
々
は
誰
で
も
知
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
昔
か
ら
知
れ

て
居
た
遊
星
の
籔
は
五
ッ
で
あ
っ
た
。
帥
ち
水
星
、
金
星
、
火
星
，
木

星
及
土
星
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
水
星
は
非
常
に
太
陽
に
近
い
爲
め
に
見

る
機
會
は
少
な
い
。
今
日
で
も
未
だ
水
星
を
見
た
事
の
な
い
人
は
甚
だ

多
い
だ
ら
う
書
聖
ふ
。
け
れ
さ
も
、
兎
に
角
昔
か
ら
水
星
の
存
在
は
知

ら
れ
て
居
た
。

　
嚇
千
七
百
八
十
一
年
三
月
有
名
な
例
の
ウ
リ
イ
ァ
ム
・
ハ
ー
シ
ェ
ル

（
毛
自
認
2
⊃
H
口
　
国
Φ
H
ω
O
げ
①
一
）
が
、
一
つ
ρ
遊
星
を
嚢
慣
し
た
。
望
見
の
適
時
、

彼
は
こ
れ
を
、
て
っ
き
り
彗
星
に
蓮
ひ
な
い
噌
こ
し
て
獲
表
し
た
の
で
あ

る
が
、
其
後
レ
キ
セ
ル
（
目
．
客
．
ε
氏
の
軌
道
計
算
に
よ
つ
て
、
こ
れ
は

決
し
て
彗
星
で
な
く
て
、
遊
星
で
あ
る
事
を
確
め
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

今
日
の
天
王
星
で
あ
っ
た
。
非
常
に
地
球
に
近
づ
い
た
時
に
は
、
六
等

星
位
で
、
．
や
つ
ミ
肉
眼
で
見
え
る
位
で
あ
る
。
私
は
四
五
年
前
で
あ
っ

泥
か
、
淺
間
山
中
腹
の
峰
の
茶
屋
附
近
で
、
重
力
の
遍
差
測
定
を
し
て

居
た
時
に
、
山
本
理
學
士
の
親
切
な
指
導
で
，
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
事
が

あ
る
が
、
其
後
一
度
も
見
た
事
が
な
い
。

　
天
王
星
の
望
見
後
、
其
の
軌
道
の
研
究
は
，
天
文
學
界
を
賑
は
し
た

が
、
一
千
八
百
四
十
八
年
佛
蘭
西
の
ル
ヴ
エ
リ
エ
（
，
一
ピ
①
く
①
塚
鳳
一
①
目
）
及
英
蘭
の

剛
三
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ア
ダ
ム
ス
（
山
田
p
⊃
目
。
・
）
は
理
論
的
な
計
算
に
よ
り
て
、
天
王
星
の
外
に
更

に
一
つ
の
遊
星
が
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
事
を
決
芳
し
、
そ
の
位
置
を
二
言

し
た
が
、
果
し
て
狸
爺
の
實
地
天
文
學
者
ガ
ル
レ
（
○
旨
、
）
に
よ
っ
て
新

遊
星
が
獲
見
せ
ら
れ
た
。
部
ち
海
王
星
で
あ
る
。
が
海
王
星
の
登
見
に

聾
す
る
話
は
非
常
に
趣
味
あ
る
か
ら
、
後
に
講
を
あ
ら
た
め
て
、
詳
し

く
、
紹
介
し
や
う
。

　
こ
れ
よ
り
前
，
伊
太
利
亜
の
シ
シ
リ
ア
（
ω
琶
図
）
の
天
文
二
者
ピ
ア
ヂ

（
寄
ミ
）
氏
は
千
八
百
〇
一
年
郎
＋
九
世
の
初
頭
一
月
元
旦
，
一
つ
の
遊

星
を
糞
消
し
た
。
其
れ
は
今
日
所
謂
小
遊
星
で
あ
っ
て
，
同
じ
や
う
な

種
類
の
星
は
今
日
藪
百
－
こ
撒
へ
ら
れ
る
。

　
私
は
今
、
こ
れ
等
遊
星
の
貫
の
蓮
動
1
1
即
ち
太
陽
系
の
構
造
ぐ
旨
言

ふ
襟
な
事
柄
に
つ
い
て
は
未
だ
「
言
も
論
及
し
て
居
な
い
。
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
（
O
名
Φ
巳
8
も
・
）
の
地
動
論
の
事
も
、
ケ
プ
レ
ル
（
同
。
℃
ζ
）
の
法
則
に
つ

い
て
も
、
又
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
萬
有
引
力
に
就
い
て
も
、
．
一
言
も
言
っ
て

居
な
い
の
で
あ
る
。
で
今
海
王
星
や
、
小
遊
星
の
事
を
言
ふ
の
は
、
年

代
學
的
に
非
常
に
順
序
昏
倒
し
て
居
る
襟
に
見
え
る
。
た
ゴ
一
寸
つ
い

で
に
、
今
日
知
ら
れ
て
居
る
遊
星
に
就
て
述
べ
て
見
た
だ
け
で
あ
っ
て

吾
々
は
先
づ
、
昔
か
ら
知
れ
て
居
る
だ
け
の
遊
星
に
つ
い
て
、
そ
の
吾

吾
地
球
人
か
ら
見
九
、
見
え
る
が
ま
、
の
天
球
上
の
蓮
動
に
つ
い
て
の

べ
や
う
ざ
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
四

　
遊
星
の
天
球
上
に
於
け
る
運
動
恒
星
の
間
を
縫
ふ
て
遊
星
は

一
四

紹
え
す
遣
遙
す
る
§
言
っ
て
も
、
例
へ
ば
，
北
極
星
の
近
く
ま
で
も
移

り
行
く
ε
言
ふ
こ
ε
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
少
く
一
こ
も
あ
る
一
定

の
範
園
内
を
遣
遙
す
る
。
而
も
そ
の
童
謡
に
は
何
等
か
の
規
則
が
あ
る

襟
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
昔
か
ら
、
遊
星
の
蓮
動
は
す
べ
て
の
天
文
端
者
に
非
常
に
注
意
深
く

観
測
せ
ち
れ
た
。
．
遊
星
達
は
み
な
黄
道
の
近
所
だ
け
を
蓮
行
ず
る
の
で

あ
る
。
太
陽
も
月
も
共
に
天
球
上
を
、
黄
道
に
滑
ふ
て
、
又
白
道
に
沿

ふ
て
、
西
か
ら
東
に
動
く
。
遊
星
も
こ
れ
に
似
た
様
な
蓮
動
を
す
る
の

で
あ
る
。
あ
る
面
上
に
は
、
太
陽
や
月
－
こ
同
様
に
，
黄
道
に
惹
く
近
い

天
球
を
、
大
盟
黄
道
に
李
行
に
西
か
ら
東
に
蓮
着
し
て
行
く
。
が
、
長

い
間
観
測
し
て
居
る
¶
こ
、
そ
の
運
行
速
度
が
決
し
て
同
定
で
な
い
の
み

な
ら
す
，
次
第
に
速
度
を
減
じ
て
。
つ
ひ
に
停
止
す
る
。
そ
し
て
更
に

観
測
を
績
け
て
居
る
噌
こ
、
今
度
は
素
封
の
方
向
師
東
か
ら
西
へ
ε
後
戻

り
を
す
る
。
　
一
般
に
こ
う
し
た
場
合
に
は
細
長
い
糸
の
輪
の
や
う
な
道

を
描
く
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
輩
に
抽
象
的
に
記
蓮
し
た
だ
け
で
は

讃
者
諸
君
の
理
解
を
非
常
に
困
難
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。
で
、
具
艦

的
な
例
を
し
め
さ
う
。
第
十
六
圖
は
一
千
九
百
二
十
二
年
中
に
於
け
る

木
星
及
土
星
の
蓮
動
を
示
す
。
陰
干
の
番
號
は
、
月
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

　
か
く
の
如
き
、
運
行
は
、
す
べ
て
の
遊
星
に
就
て
、
一
般
的
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
っ
て
、
太
陽
や
月
ε
同
様
に
東
か
ら
西
に
動
い
て
行
く
揚
合
を
、
順

り
　
　
　
　

行
蓮
動
（
U
冨
g
竃
9
。
口
Y
、
与
口
ひ
、
さ
ち
ら
に
も
蓮
か
す
、
こ
ま
っ
て
居
る
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第十ノ、圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
場
合
を
三
叉
は
停
止
（
ω
馨
ざ
鍵
蔓
）
く
旨
言
ふ
。
そ
し
て
逆
に
．
西
か
ら
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
め
　
　
　
　

　
に
動
い
て
居
る
場
合
を
逆
行
蓮
動
（
零
ぎ
重
臣
⑳
暮
ま
口
）
－
し
言
ふ
。
軍
に

　
そ
・
ユ
言
ふ
學
語
で
あ
る
G

　
　
つ
い
で
に
藪
に
｝
つ
つ
け
加
へ
て
置
く
が
、
藪
．
に
大
き
な
，
車
輪
の

　
周
園
を
小
さ
な
車
輪
が
こ
ろ
か
る
場
合
を
考
へ
て
見
た
ま
へ
。
何
慮
か

　
大
き
な
工
場
で
も
参
観
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
似
寄
つ
た
機
械
が
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
、
眼
の
あ
た
り
廻
韓
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
を
見
學
す
る
事
が
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
る
か
も
知
れ
な
い
。
兎

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
か
く
、
か
、
る
場
合
に

＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
車
輪
の
周
園
の
極
く
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
に
何
か
赤
い
チ
ョ
ー
ク

七　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
記
號
を
つ
け
た
ミ
考
へ

圖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
へ
。
可
な
り
速
く
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
械
が
回
韓
す
る
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
々
は
そ
の
赤
い
記
號
が

　
如
何
な
る
形
の
道
を
え
が
く
で
あ
ら
う
か
を
、
直
接
眼
で
見
る
事
が
出

　
來
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
、
第
十
七
圖
に
示
す
様
な
道
を
描
く
で
あ
ら

　
う
。
こ
れ
は
何
も
そ
う
言
ふ
機
械
で
實
験
し
；
く
て
も
、
紙
の
上
で
、

　
鉛
筆
ミ
コ
ム
パ
ス
こ
で
、
い
つ
で
も
書
く
事
が
出
來
る
。
こ
れ
を
、
幾

　
何
學
で
は
外
提
線
（
国
旨
）
、
。
一
。
5
囁
こ
言
ふ
が
、
遊
星
の
蓮
行
は
丁
度
こ
の

　
外
一
線
を
そ
の
中
心
の
近
く
か
ら
眺
め
た
様
な
形
で
あ
る
。

一
五


